
 

  

１．学習の到達目標 

デザインに関わる制作内容は平面制作から立体制作に至るまで多岐にわたり、それぞれ

に基礎的な技術が必要となってくる。素描により観察力を身につける。 

また様々な材料体験を行い、立体物への造形力に結びつける。 

 

２．学習の評価 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の規準 工業（デザイン）

に関する基礎的

技術について関

心を持ち、その

改善・向上を目

指して意欲的に

取り組むととも

に、創造的、実践

的な態度を身に

付けている。 

工業の技術に関 

する諸問題の適

切な解決を目指

し、広い視野か

ら自ら考え、基

礎的な知識と技

術を活用して適

切に判断し、成

果を的確に表現

することができ

る。 

工業の技術に関

する基礎的な技

術を身に付け、

安全や環境に配

慮し、合理的に

計画し、適切に

処理する。とと

もに、その技能

を磨く。 

工業の各分野に

関する基礎的な

知識を身に付け、

環境との調和の

取れた在り方や

現代社会におけ

る工業の意義や

役割を理解して

いる。  

 

評価の方法 

 

出席状況、授業態度、学習の取り組み状況、提出物の状況、提出課題など

を総合的に判断して評価します。 

 

 

３．教科からのメッセージ 

この科目においては、『描く・作る』技術の基礎を習得する。また制作に当たっては学習

指導要領で「環境に配慮した技術」が加えられており、材料の有効利用についても学び、

２・３年次のプロダクトデザインへ繋げていく。 

 

 

 

 

 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

工業 工業技術基礎 ２ １ デザイン 必修 工業技術基礎 実教出版 



 

１年 工業技術基礎 年間指導計画表  

単位数（２単位） 工業技術基礎：（実教出版） 

目   

標 

デザイン技術に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に応用する能力と態度

を育てる。 

月 大 項 目 中  項  目 時数 

４ 

 

   

基本形態の素描 

 

 

・基本形態（立方体）を描く 

 

・立方体の素描 

  

６ 

 

Ａ 

パ

│

ト 

素材体験① 

木材による彫刻演習 

・オブジェ等の立体物を木材で制作 １２ 

 

 

 

Ｂ 

パ

│

ト 

素材体験② 

ウレタンによる成形

演習 

 

・幾何学形態をベースにした立体物をウレタン 

で制作 

 

１２ 

 

C 

パ

│

ト 

素材体験③ 

紙による成形演習 

 

・立体物を紙で制作 １２ 

12 

 

１ 

 

２ 

 

 

基本形態の素描 

 

基本形態をなす身の回り品の素描 

・球体（石膏） 

・紙箱 

・コップなど 

２８ 



        ７０ 



 

 

１．学習の到達目標 

 工業の各分野（デザイン）に関する基礎的な技術を実際の作業を通して総合的に習得

し、技術革新に主体的に対応できる能力と態度を育てることをねらいとしています。そこ

で本科の１年次では、基礎デザインの実習を行うものとし、それに必要な用具や道具の正

しい使い方を習得し、さらに必要不可欠な色彩や構成の学習を加えた幾何構成等のビジ

ュアルデザイン実習とします。 

 

２．学習の評価 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の規準 課題の趣旨に関

心を持ち、早く

丁寧な作業がで

きるように意欲

的に取り組むこ

とができる。 

課題の提示から

提出まで制作過

程を計画的な判

断のもと取り組

み、表現するこ

とができる。 

道具の正しい使

い方を理解し、

目的に合わせて

適切な技能を身

に着けることが

できる。 

課題の条件を正

確に理解して制

作し、合評会おい

て学習した知識

を生かすことが

できる。 

 

評価の方法 

 

出席状況、授業態度、学習の取り組み状況、課題などの提出物の状況、公

募作品の出品状況やその実績などを総合的に判断して評価します。 

 

 

３．教科からのメッセージ 

デザインと聞くと一般的には、ポスターや色彩パターンをあげる人が多いと思います。実

習（１年）では、デザイナーの卵としてプロ御用達の発色の良いポスターカラーなどの用

具や、面相筆や烏口などの道具を正しく使用して表現できるように学習します。それらの

技術の習得に始まり、理想の表現に必要な色彩や構成の基礎知識を習得します。また、デ

ザインは、ある情報をより多くの人に正しく理解してもらえるように表現できなくては

なりません。そのために必要な基礎知識も学習していきます。 

 

 

 

 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

工業 実 習 ４ １ デザイン 必修 
情報デザイン 

実教出版 



１年 実習 年間指導計画表  

単位数（４単位） 教科書：情報デザイン（実教出版） 

目   

標 

デザインを学ぶ上で避けては通れない基本的技術と知識を身につける。また演習作

品の制作を通して構成力や色彩感覚を身につける。 

月 大 項 目 中  項  目 時数 

４ 

５ 

構成１ 

構成２ 

合評会 

ストライプの練習 

同心円の練習 

２０ 

６ 

７     

 

構成３ 

     合評会 

構成４ 

合評会 

線による構成 

 

矩形による構成 

３０ 

９ 

 

10 

構成５ 

     合評会 

円による構成 １２ 

10 

 

11 

構成６ 

     合評会 

角柱による構成 ２８ 

12 構成７ 

     合評会 

ポスターの制作（B２） 

（国際陶磁展ポスター制作） 

１８ 

１ 

２ 

構成８ 

進級課題   合評会 

進級課題（B３） 

（ものづくり大会冊子表紙原画制作） 

３２ 

 

 

 



教科  科目  単位数  学年  学科  区分  使用教科書  

工業  製図  ２  １  デザイン  必修  
デザイン製図実教出版  

  

  

１．学習の到達目標  

製図は製品を作る上では必要な「言葉」です。平面、立体を問わず、正確な作図法を理解

することは、デザインの勉強をする上でも必要な技能です。多角形や円の図法は、平面構

成をする上で必要であり、三面図（平面図・立面図・側面図）は、立体（プロダクトデザ

イン）を学習する上で必要です。この技能が身に付いているかどうかで作品制作の幅が広

がります。空間認識力が身につくように、基礎的な作図法から一つ一つ丁寧に学習するこ

とを目標にしています。  

  

２．学習の評価  

評価の観点  関心・意欲・態

度  

思考・判断・表

現  

技能  知識・理解  

評価の規準  製図（平面図法、立

体図法）に関心を持

ち、その基本的な知

識と技術の修得に意

欲的に取り組む態度

を身に付ける。  

製図の過程で工夫

し、作成した図面

（平面図、三面図）

を読み取る能力とわ

かりやすい表示技術

を身に付けている。  

製図に関する定規、

コンパスなどの正し

い使用法を身につけ

る。  

基礎製図及びインテ

リア製図における基

本的な規格、作図法

等を知り、図面を正

確に理解する能力を

身に付けている  

  

評価の方法  

  

出席状況、授業態度、学習の取り組み状況、課題・宿題・ノートなどの提出 

物の状況、定期考査、小テストなどを総合的に判断して評価します。  

  

  

３．教科からのメッセージ  

予習・復習が大切な教科です。その日に学習したことは、言葉では表現できないので必

ず復習するようにしましょう。ワークシートを使ったり、作図の横に作図法を解説するコ

メントを書いたりして、丁寧な授業をしています。理解できない生徒は表情でわかります

ので、再度説明をして皆が製図の楽しさを感じてもらえるように努力します。  



作図法のきっかけがつかめれば、まるでパズルを解くような楽しさを感じてもらえると

思います。肩を張らずに授業を受けて、「ものづくり」の楽しさを感じてください。  

  

  

  

月  大項目  中項目  時数  

4  

   

   

第１章  デザインと製図第１節    

デザイン製図について  

  

   

  

  

１．製図  

２．設計（デザイン）  

３．インテリア製図と設計者  

2  

   

   

   

   

第２節  

製図の用具と材料  

  

  

１．製図用具  

２．表現技法に用いる用具と材

料  

1  

   

5  

   

   

   

第３節

図法 1    

   

   

  

１．平面図法  

 ⅰ．直線に関する図法  ⅱ．平

面に関する図法  ⅲ．円に関す

る図法  

13  

   

   

   

6  

   

   

   

 ⅳ．接触角に関する図法  ⅴ．

曲線に関する図法  

   

   

   第２章 製図の基礎第１節  

製図の規約  

１． 製図の条件  

6  

  

7  

  

   

   

 ２．尺度及び線と文字  

３．寸法記入法  

   

   

9  

第 2節

図法 2  

 

  

１．立体図法 ⅰ．投影図法の基

礎  16  



10  

   

   

   

  ⅱ．第三角法   ⅲ．斜投影図

法  

  

  

       ⅳ．等角投影図法  14  

11  

12  

  

  

  Ⅴ．透視図  

  

  

  

1  第 3章  製図の実際  １．レンダリング  6  

2  

3  

  

   

 ２．食器・家具製図  

  

12  

   

  



 

１．学習の到達目標 

近年、デザインの制作および制作工程において、コンピュータを使った情報表現は必要

不可欠なものとなっています。手仕事としての視覚伝達デザインにおいても、コンピュー

タを使っての文字組や編集など、デジタル化されている部分が多いです。さらにインター

ネットやコンピュータグラフィックスなど、これまでの画像のみの表現に加えて音声や動

画などの情報表現が求められています。 

そこで、これらの表現に必要なコンピュータの知識およびデータの制作・管理方法、グ

ラフィックソフトを使うための基本的な知識と操作方法、タイピングなど、情報技術に関

する基礎的な知識を習得するとともに、年々進化している情報化社会に対応できる内容と

するものです。 

 

２．学習の評価 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の規準 ＣＧなどマルチメ

ディアに関心を持

ち、その基本的な知

識と技術の修得に

意欲的に取り組む

態度を身に付ける。 

ＣＧなどマルチメ

ディアを活かして

表現できるような

思考・判断能力を身

に付けている。 

ＣＧなどマルチメ

ディアを活かした

技術を身に付け、ソ

フトウェアを使い

こなすことができ

る。 

ＣＧなどマルチメデ

ィアにおける基本的

な知識と技術を性格

に理解し、表現できる

能力を身に付けてい

る 

 

評価の方法 

 

出席状況、授業態度、学習の取り組み状況、課題・ノートなどの提出物の状

況、定期考査、検定試験結果などを総合的に判断して評価します。 

 

 

３．教科からのメッセージ 

コンピュータやネットワークを使用するための知識や技術なので、ほとんど外来語でカ

タカナ言葉が多いことが特徴です。それらの意味や語句を覚えることは大変ですが、全て

Ｗｅｂデザインやデジタル映像編集などのコンピュータグラフィックスに必要なことばか

りなので、技術を学ぶためにも必要となってきます。実習で筆や烏口を使い、多彩な色彩

のポスターカラーで表現できるように、情報技術基礎で学習したことを生かして、コンピ

ュータや様々なソフトウェアを使って自分の思い通りに表現できるようになりましょう。 

 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

工業 情報技術基礎 ２ １ デザイン 必修 
新情報技術基礎 

実教出版 



１年 情報技術基礎 年間指導計画表  

単位数（２単位） 教科書：新情報技術基礎（実教出版） 

目   

標 

情報に関する基礎的な知識と技術を習得させ、コンピュータを実際に活用できる能力

と態度を育てる。 

月 大 項 目 中  項  目 時数 

４ 

 

 

５     

 

産業社会と情報技術 

 

 

 

 

ア 産業社会の変化 

 

イ 情報モラルとセキュリティ 

 

ウ 情報機器とその進展 

１４ 

６ 

 

 

 

７ 

コンピュータシステム 

 

ア コンピュータのシステム 

 

イ コンピュータのハードウェア 

 

ウ オペレーティングシステムの基礎 

 

エ アプリケーションソフトウェアの利用 

 

オ ネットワーク 

１４ 

８ 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

CGデザインの基礎 

 

 

ア CGとは 

 

イ 表現の基礎 

 

ウ ２次元 CGと写真撮影 

 

エ ３次元 CGの制作 

 

オ 技術の基礎 

 

カ 知的財産権 

２６ 

１ 

 

２ 

 

３ 

情報技術の活用 

 

ア マルチメディアの活用 

イ 情報の収集と活用 

ウ ドキュメーションの技法 

エ プレゼンテーションの技法 

１６ 

 



 

 

１．学習の到達目標 

デザイン技術に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に創造し応用する能力と態

度を育てる。一年時では、学習指導要領における（１）デザインの基礎、（５）デザイン

企画の内容を学習する。教科書の１３６ページまでを学習し、以降は２年時で取り扱うも

のとする。 

 

２．学習の評価 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の規準 デザインを取り
巻く技術につい
て関心を持ち、
日常生活の中に
ある事象を、デ
ザインの観点で
多角的に分析す
る意欲と、自分
の創造につなげ
る態度を持とう
とする。 

デザインに関す
る知識や技術が
実際の表現にど
う活用されてい
るかを多角的に
捉えることがで
き、デザインが
社会に対して担
う必要性や責
任、重要性など
を学習した内容
から客観的に判
断できる。 

デザインに関す
る知識や技術を
実際の創造、表
現活動や社会と
照らして、客観
的なプレゼンテ
ーション（分析
や討論）がで
き、またそれら
が有機的に反映
された自己のデ
ザイン表現がで
きる。 

デザインに関す
る各分野の知識
や技術を的確に
把握し、実際の
創造表現活動に
活用、応用でき
る能力を持ち、
社会におけるデ
ザインの役割や
責任、必要性を
理解している。 

 

評価の方法 

 

出席状況、授業態度、学習の取り組み状況（ノート）、提出物の状況、提出

課題および定期テストなどを総合的に判断して評価します。 

 

 

３．教科からのメッセージ 

デザイン技術はデザインを学ぶうえで、知識として身につける重要な科目です。デザイン

の基本的な考え方、デザイン企画やマーケティングの実際的な内容を学習します。また、

座学で学習した内容の確認としての演習を取り入れることもあります。 

 

 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

工業 デザイン技術 ２ １ デザイン 必修 デザイン技術（海文堂） 



１年 デザイン技術 年間指導計画表  

単位数（２単位） 教科書：デザイン技術（海文堂出版株式会社） 

目   

標 

デザイン技術に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に創造し応用する能力

と態度を育てる。 

月 大 項 目 中  項  目 時数 

４ 

 

 

 

 

５     

 

第１章 

はじめに 

 

 

 

第２章 

第 1節 デザインとは 

第 2節 デザインの領域 

第 3節 造形活動とデザイン 

第４節 デザインの展開と未来 

 

第６節 色彩 

６ 

 

 

 

 

１４ 

６ 

 

 

 

７ 

第２章 

デザインの基礎 

第１節 デザインの用具と用法 

 

 

 

第２節 観察と表示 

 

 

 

６ 

 

 

 

１０ 

９ 

 

 

10 

第２章 

デザインの基礎 

第３節 形態と構成の原理 

 

 

 

２４ 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

第２章 

デザインの基礎 

 

第４節 平面構成 

 

第５節立体構成 

 

１０ 



 


